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C O N T E N T S

福祉だより
信州

社会福祉法人�長野県社会福祉協議会
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毎号福祉の現場で活躍する若手スタッフを
ご紹介します。

くん

福
祉
と
は
人
と
人
と
の
関
わ
り
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
を
通
し
、

そ
の
魅
力
を
伝
え
る
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

飯山市社会福祉協議会
総務課地域福祉係
ボランティアコーディネーター

西川遼馬さん

本気で人のために役立つことができ、
自信をもって働ける仕事です

社協は人の役に立ててうれ
しいと実感できる場所です
し、想像もできない人たち
に出会えることは面白く、自
分の世界観が広がります。
それに、人が好きであれば
誰にでも向いている仕事で、
みんなが認めて応援してく
れ、自分も人を応援できる
仕事です。仕事内容も多彩
なので、その中で自分に合う
ものを見つけて働ける魅力
もあります。

福祉とは一方的なものではなく、
お互いが支え合っていけるもの

地域の方と課題に目を向け
ともに地域を盛り上げたい

仕事や生活面など多様な課題
を抱えた方の相談に応じ、解
決に向けて一緒に考え支援を
する支援事業もボランティアも
介護も、全て一方的にやるの
ではなく信頼関係を築きながら
取り組むのが福祉の仕事です。
その中で幅広い人と接し、いろ
いろな話ができるのはこの仕
事ならではのやりがいです。

小澤 稔さん
（まいさぽ飯山センター長）

障がいや高齢などさまざまな
理由で支援を必要とする方を
地域で支え、上手に生活でき
るよう目指していく社協の仕
事。うまくいかない時もありま
すが、ひとつでも道筋が見えた
時はやりがいを感じています。
利用者さんから学ぶことも多々
あり、日々勉強できるのもこの
仕事の醍醐味です。

松澤美穂さん
（地域福祉係長）

飯山市出身。中学時代に福祉の仕事に興
味を持ち、飯山市社協に通うように。高校
卒業後は岡山県の福祉系大学に進学。卒
業後は同県での営業職を経て飯山市に帰
郷し、8年間、斑尾高原観光協会に勤務。
アウトドアツアーのコーディネーターや観
光ガイドを務め、平成28年4月より現職。

webでも
ご覧になれます

　
高
生
の
頃
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
協

に
携
わ
っ
て
い
る
と
真
面
目
と
か
優

し
そ
う
だ
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、福
祉
の
仕
事
は
も
っ
と
面
白
い
と

み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　
こ
う
話
す
の
は
、飯
山
市
社
協
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
西
川

遼
馬
さ
ん
。中
学
時
代
に
授
業
で
市
内
の
福

祉
施
設
に
行
っ
た
こ
と
を
機
に
福
祉
に
興

味
を
も
ち
、社
協
に
通
う
も
周
囲
が
抱
く

イ
メ
ー
ジ
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
こ
と
か
ら

「
も
っ
と
勉
強
し
て
福
祉
の
魅
力
を
伝
え
よ

う
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
専
門
で
学
べ
る

大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。そ
し
て
、営
業
職

や
斑
尾
高
原
観
光
協
会
で
の
仕
事
を
経
て
、

昨
年
、念
願
だ
っ
た
飯
山
市
社
協
に
入
職
。

現
在
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
人
と
受

け
入
れ
た
い
人
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
い
だ
り
、

若
者
や
地
域
の
人
に
福
祉
を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
体
験
な
ど
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
西
川
さ
ん
が
担
当
し
た
企
画
の

ひ
と
つ
が「
雪
掘
り
と
う
ど
塾
」と
い
う
イ

ベ
ン
ト
。こ
れ
は
飯
山
の
人
た
ち
が
先
生
と

な
り
、県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
雪
か
き

の
講
習
会
を
行
う
も
の
で
、当
初
は
地
域
か

ら
厳
し
い
ご
意
見
も
あ
が
り
ま
し
た
。し
か

し
、何
回
か
の
会
議
を
経
て
当
日
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
若
者
と
地
元
の
人
が
触
れ
合
う

と
、お
互
い
の
表
情
が
生
き
生
き
と
し
て
き

て
、イ
ベ
ン
ト
後
は
号
泣
す
る
若
者
に
地
元

の
人
が「
ま
た
飯
山
に
来
い
」と
声
を
か
け

「持ち前の明るさで、誰とでも気さくにコミュニケーションが取れる」と周囲
から評判の西川さん。何事にも一生懸命に取り組み、頼りにされる存在です。
また「職場内は個性や経験を大切にしてくれるので、自信をもって働くことが
できるのもこの仕事の魅力」と西川さんは言います。

て
い
た
の
だ
そ
う
。こ
の
姿
を
見
て
、西
川

さ
ん
は
自
分
が
関
わ
っ
た
こ
と
で
人
と
人

が
つ
な
が
る
と
い
う
、一
番
や
り
た
か
っ
た

こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
た
と
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
西
川
さ
ん
の
目
標
は
、も
っ
と
市
民

と
社
協
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
近
く
な
る
こ
と
。

　
「
今
は﹃
社
協
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
？
﹄

と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、今
後

は﹃
困
っ
た
ら
社
協
の
西
川
に
頼
め
ば
い

い
﹄と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
身
近
な
存
在

に
な
り
た
い
で
す
。そ
し
て
福
祉
に
限
ら

ず
、子
ど
も
た
ち
に
広
い
世
界
に
興
味
を

も
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
れ
た
ら
い
い
で
す

ね
。
そ
の
上
で﹃
ゆ
く
ゆ
く
は
社
協
に
入

り
た
い
﹄と
思
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
が
い

た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

「
中
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（
１
）総
合
企
画・調
整

○
福
祉
懇
談
会
の
開
催

○�

県
内
社
協
公
益
事
業「
長
野
県
あ
ん
し
ん

創
造
ね
っ
と
」の
活
動

（
２
）総
務・庶
務・広
報

○
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
の
見
直
し

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
方
針

①�

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
我
が

事
・
丸
ご
と
」の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

②「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
を
受
け
止
め
る
」

　
包
括
的
な
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③�「
笑
顔
を
支
え
る
プ
ロ
に
な
る
」福
祉
人

材
確
保
に“
あ
ら
ゆ
る
手
段
”で
取
り
組

み
ま
す
。相

談
事
業
部

地
域
福
祉
部

福
祉
人
材
部

社
会
福
祉
法
人
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
平
成
29
年
度
事
業
計
画

昭和27年1月11日　第三種郵便物認可第743号　平成29年4月25日発行 「
つ
な
が
り
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」

ー
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
ー

総務企画部
「皆様のお役に立てる県社協を目指し頑張ります！」

福祉人材部
「皆様とともに福祉人材の確保・育成に取り組みます。」

地域福祉部
「地域の課題に全力投球チーム一丸で頑張ります。」

事務局長・原佳正、会長・腰原愛正、常務理事・青柳郁生
相談事業部

「相談事業を通じた地域づくりを目指しています。」

県
社
協
か
ら
の
イ
チ
オ
シ
情
報

　
平
成
29
年
度
本
会
で
は
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、そ
の
要
と
な
る
住
民
主
体

の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
、こ
れ
ま
で
以

上
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
い
さ

ぽ
を
中
心
に
包
括
的
な
相
談
体
制
の
充
実
な

ど
を
目
指
し
、次
の
3
つ
を
重
点
課
題
と
し

な
が
ら
、市
町
村
社
協
や
施
設
経
営
法
人
と

の
連
携
の
も
と
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
市
町
村
社
協
や
施
設
経
営
法
人
が
、新
た

な
定
款
に
基
づ
く
組
織・
財
務
体
制
に
円
滑

に
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

広
報
活
動
の
強
化
や
共
同
で
取
り
組
む
公
益

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

総
務
企
画
部

（
１
）安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
地
域
福

　
　
祉
活
動
の
推
進

○�

住
民
同
士
の
見
守
り
や
助
け
合
い
等
の
小

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

○�

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化・立
ち
上
げ
支
援

（
２
）地
域
福
祉
推
進
の
基
盤・人
づ
く
り

○�

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
総
合

相
談・生
活
支
援
の
た
め
の
人
材
育
成

○�

市
町
村
社
協
の
人
材
養
成
や
地
域
福
祉
基

盤
の
強
化

（
３
）�ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
の
振
興
、

福
祉
教
育
の
推
進

○�

市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

基
盤
強
化・人
材
養
成

○�

社
会
的
包
摂
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
福
祉

教
育
の
推
進

（
４
）�災
害
救
援
活
動
及
び
防
災・
減
災
活
動

の
推
進

○
10
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
と
の
連
携
強
化

○�

専
門
職
等
に
よ
る
災
害
時
福
祉
広
域
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

○�

県
内
社
協
職
員
災
害
初
動
時
に
お
け
る
先

遣
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｔ
）の
運
営

○�

長
野
県
版
災
害
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
立

　

　
平
成
30
年
度
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
の
見
直
し
に
向
け
て
、自
立
相
談
支
援
事

業
、生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
及
び
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
の
適
切
な
対
応
を
図
り
、

地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
相
談
や
生
活
支
援

の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）総
合
相
談
機
能
の
充
実

○�

多
様
な
関
係
機
関・
団
体
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

○
ブ
ロ
ッ
ク
別
ケ
ー
ス
検
討
会
の
充
実

（
２
）日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

○�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
役
割
の
再
確

認
○
成
年
後
見
制
度
へ
の
移
行
促
進

（
３
）�信
州
パ
ー
ソ
ナ
ル・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

着
実
な
実
施

○�

自
立
相
談
支
援
事
業
及
び
家
計
相
談
支
援

事
業
の
実
施

○
支
援
人
材
等
の
育
成
強
化

○
ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談
所
の
機
能
強
化

（
４
）生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
推
進

○�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
の
連
携
強

化
○�

家
計
相
談
支
援
事
業
と
連
動
し
た
借
受
者

の
自
立

　
求
人・
求
職
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
な
が

ら
、
関
係
機
関・
団
体
と
連
携
し
た
多
面
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
福
祉
職
員

生
涯
研
修
な
ど
を
行
い
、
人
材
の
定
着・
育

成
を
図
り
ま
す
。

（
１
）�福
祉・
介
護
人
材
確
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
開
催

○�

テ
ー
マ
別
の
３
部
会（
人
材
確
保・
定
着
、

人
材
育
成
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
）の
開
催

を
中
心
に
、今
後
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
人
材
の
確
保
、
定
着
、
育
成
等
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

○�「
信
州
福
祉
事
業
所
認
証・評
価
制
度（
仮

称
）」運
用
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）�福
祉・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の

確
保・定
着
支
援

○�

求
人
事
業
所・
求
職
者
双
方
の
支
援
を
進

め
、マ
ッ
チ
ン
グ
の
強
化

○「
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
」の
設
置

○
離
職
介
護
福
祉
士
等
届
出
制
度
の
実
施

（
３
）�福
祉・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の

育
成・研
修
事
業
の
推
進

○�「
き
ゃ
り
あ
ね
っ
と
」を
活
用
し
た
総
合

的
な
研
修
情
報
の
発
信

○
福
祉
職
員
生
涯
研
修
等
の
実
施

（
４
）�介
護
支
援
専
門
員
等
の
専
門
職
の
養

成

○�

介
護
支
援
専
門
員
の
試
験
及
び
研
修
を
体

系
的・効
果
的
に
運
営

○「
介
護
職
員
実
務
者
研
修
」を
運
営

　
第
三
者
的
機
関
と
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
苦
情
の
相
談
、解
決
に
取
り
組
み
ま

す
。

長
野
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会

○�

機
関
紙「
福
祉
だ
よ
り
信
州
」や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化

○
本
会
の
防
災
対
策
の
見
直
し

（
３
）退
職
共
済
事
業
の
適
切
な
運
営

○�

社
会
福
祉
団
体
職
員
退
職
手
当
積
立
基
金

事
業
及
び
民
間
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
退

職
年
金
共
済
事
業
の
適
切
な
運
営

　

　
国
に
お
け
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
地
域
福
祉
施
策
の
再
編
成
を
見
据
え

な
が
ら
、地
域
福
祉
の
モ
デ
ル
づ
く
り
や
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
等
の
人

づ
く
り
、住
民
の
支
え
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・市
民
活
動
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成29年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円
1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

〈SJNK16-16921　2017.2.3 作成〉

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成29年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

◆ 29年度新設 看護師の賠償責任補償（プラン1-①オプション2）

〈SJNK16-16919 2017.2.3作成〉

　高齢者世帯や若年・子育て世帯、障がい者、低額所得者世帯等につい

て民間賃貸住宅等への入居拒否や家賃負担等の問題が発生しています。

県内社協公益事業「長野県あんしん創造ねっと」では、「入居保証サービ

ス」の実施を予定しています。

　あんしん創造ねっとの取組（案）を公表したところ、長野県建設部が設

置する「長野県居住支援連絡会議」から、オブザーバー参加の依頼があ

りました。国においては住宅セーフティーネットの法整備を検討している

とのことで、3月に開催された同会議には担当者とまいさぽ職員が出席

し、あんしん創造ねっとの取組やまいさぽ現場の状況を説明しました。委

員からは質問も相次ぎ、関心の高さが伺えました。

　国による「住宅セーフティネット制度」は、平成29年度秋を目標に、法

整備を行い、住宅行政や事業者と福祉関係団体との連携による支援の

仕組みづくりを目指しています。

検討中の「長野県あんしんねっと」に
県住宅支援連絡会議からラブコール！

公益事業の推進に向けて

住宅確保要配慮者（高齢者、低所得者、被災者、障がい者、子
育て家庭等）のための住宅セーフティーネット制度（検討中）

公的賃貸住宅
の入居促進

入居可能な
民間アパート
の登録制度

居住支援団体・
保証事業者の
登録制度

家賃債務
保証料補助の

検討

あんしん
創造ねっとの取組

長野県内社協公益事業“あんしん創造
ねっと”の準備状況をリアルタイムで
レポートします。

～あんしん創造ねっと編～
W E B  I N F O R M A T I O N

　長野県福祉研修実施団体共同サイト「きゃりあねっ

と」は、福祉職員生涯研修や介護支援専門員研修を実

施運営する長野県社会福祉協議会や長野県の他、長野

県内で福祉職員向けの研修を実施する団体・機関45団

体が実施する研修情報を掲載するホームページです。

平成28年度は130件の研修情報を掲載し、1万6千人

の方に利用いただきました。平成29年度も多くの研修

情報をお届けしますので、是非ご活用ください。

　また、福祉職員向けの研修を実施する団体・機関で、

「きゃりあねっと」に情報を掲載するには、下記までご相

談ください。（事前登録が必要となります。） 

http://www.career-net.jp/

連絡先／長野県社会福祉協議会
福祉人材部 研修グループ

長野県福祉研修実施団体共同サイト「きゃりあねっと」をご活用ください�

webでも
ご覧になれます



8
昭和27年１月11日第三種郵便物認可　第743号　2017年（平成29年）4月25日発行（毎月25日発行）
●発行所／社会福祉法人長野県社会福祉協議会　〒380-0928 長野市若里7-1-7　TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130　E-mail info@nsyakyo.or.jp　URL http://www.nsyakyo.or.jp/
●印刷所／有限会社サンライズ　●制作／合同会社ch.　●購読料／１部30 円（本会会費に含む）

　こんもりと盛り上げられ
た山、山…近づいてみれ
ば小さな電気部品がお皿
の上に盛り上げられてい
る。この不思議な造形は
2016年12月 ～ 2017年1
月に開催された『ザワメキ
アート展』で紹介された。

　作者が利用する福祉事業所では、この電気部品の導線を切り離してリサイクルに回す
作業をしているが、近藤氏はその作業には関心がないらしく、持ち込まれた部品を自分
の作業机に持ってきて、植木鉢の受け皿など、身近で見つけたお皿にそれを盛り上げて
いる。支援員によれば、色を選ぶこと、その盛り上げ方にも作者自身のこだわりがあるら
しい。しかしそのルールは不明だ。黙して語らず。そこに不思議な造形があるだけ。

今月の逸品

『無題』
近藤康隆（こんどうやすたか）
1973年生
駒ケ根市在住

蓼科ボンボン（食用ほおずき）は、信州蓼科
の地で生産され、プロの料理人や美食家が
認める高級食材です。

特定非営利活動法人八ヶ岳福祉農園
茅野市米沢3889-2
TEL/FAX 0266-82-4831

長野県社会福祉協議会
総務企画部 総務グループ
TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130
E-mail soumu@nsyakyo.or.jp

●平成29年度�福祉教育推進フォーラム
　日程／平成29年5月15日（月）�10：00～ 16：00
　会場／長野県総合教育センター（塩尻市）

●平成29年度�地域福祉コーディネーター養成研修
　日程／平成29年6月12日（月）�9：30～16：30ほか全７回
　会場／飯山市公民館�講堂�（飯山市）ほか

●2017年度（第43回）社会福祉助成金
　問い合わせ先／社会福祉法人�丸紅基金
　応募締切／平成29年5月31日（水）
　TEL／ 03-3282-7591
　URL／ http://www.marubeni.or.jp/promote/
　guidelines/tabid/70/Default.aspx�����

●地域支え合い活動�助成プログラム
　問い合わせ先／一般社団法人�全国老人給食協力会�事務局
　応募締切／平成29年6月30日（金）
　TEL／ 03-5426-2547
　URL／ http://www.mow.jp/pdf/2017youkou.pdf

●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へお寄せください。

食用ほおずきご存知ですか？
県社協からのお知らせ

新着助成金情報

道の駅おがわの農林産物直売施設「さんさん市場」。道の
駅と言えば観光や買い物の拠点ですが、ここはいろんな
人や情報が交わる地域の居場所。里山暮らしの「心地よ
い不便さ」が人と人とのつながりを作っています。

「心地よい不便さ」が作る暮らし中の宝もの

　朝8時半、生産者の女性が地元産の新鮮

な野菜を売り場に並べています。こちらの女

性は種から育てた野菜の苗をおろしていま

す。売り場は命の芽吹きが感じられる緑色で

埋まっていきます。

　開店の9時。生産者と話を始める地域の

人に、車で来た買い物客も加わりました。レ

ジの前でスタッフと話をし、出来立てのおや

きを1つ頬張りながら帰る男性は笑顔で手を

振ります。直売所のはずなのに、誰かと誰か

が会話を楽しむツールの1つとして品物があ

るのではないかと錯覚してしまいます。

　外に置かれた大きな手作りのテーブル。

「天気がいい日は、生産者の皆さんがここで

お茶を飲んだり、地域の人やお客さんが話を

する場所になるんです。」看板娘の川又路子

さんが教えてくれました。テーブルカバーの

下には地域の方々が描いた絵手紙が所狭し

と並びます。施設の周りには、地域の花好き

さんたちによって植えられた季節の花が競う

ように咲いています。この小さな地域の居場

所は、住民の発表や活動の場としても使われ

ているのです。

　土の感触、人の温かさ、追われない自分時

間。今の時代では「不便・煩わしい」と言われ

てしまいそうな、そんなものがとても心地よ

い。その宝ものに気づいた人たちが、ここを

農林産物直売施設という仕組みだけに留め

ず、自分たちが必要な場所に作り変えていっ

たのでしょう。

outsider artoutsider artoutsider art

webでも
ご覧になれます

webでも
ご覧になれます

団体名／道の駅おがわ農林産物直売施設
「さんさん市場」
TEL�026-269-3582

外に置かれた大きな
テーブルは、みんなの
たまり場になります。


